
〈プレスリリース〉

第12回サバニ帆漕レース　サー・ピーター・ブレイク メモリアル（慶良間～那覇）
 千年の時を越えて、海とその文化を育てた先人と交歓し…
　　　　　 サバニを帆走する歓びを分かち合う… サバニ帆漕レース実行委員会

サバニ帆漕レース運営委員会
帆かけサバニ保存会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：アビームコンサルティング株式会社

東日本大震災が日本の社会全体に大きな影響を与え

続けている今、11 回続けてきたこのサバニ帆漕レースの

開催のお知らせと、取材のお願いをご連絡できる幸運に

感謝しながら、ご案内させていただきます。

まず今回の災害で、亡くなられた多くの方々のご冥福を

心よりお祈りし、被災された方々のご苦労を思い、復

興に携わる人たちのご苦労に感謝しながら、2000 年、

このレースが開催された時の初心を改めて思いながら、

実り多き大会にしたいと考えます。

サバニは、木造船ゆえ遺物も資料も残されていませんが、

数百年も前から沖縄で使われてきた小型漁船です。

ほんの数十年前までは、漁に、物資の運搬にと、生活に

密着した帆かけ舟でした。戦後エンジンの普及とともに、

帆漕の技術と、海をわたる技術は忘れられてしまい

ました。失われてしまったのは、帆漕の技術だけでは

ありません。舟を造る職人の技や、サバニと人々の海を

取り巻く多くの文化も失われようとしていました。

今多く人たちが、高度な文明社会の発達とともに「人間が

本来もっていた能力のなにか」が失われてしまった

と感じています。サバニの帆漕は、この疑問に答えを

だそうとする試みでもあります。500 年以上の昔から、

東アジアの海を舞台に活躍していた沖縄の人たちの

海に生きる民としての能力の一部でもとりもどしたい、

そういう思いでした。

日本は変わり始めようとしています。自然の力を畏れ、

制御不能なまでに発達してしまった文明社会のテクノ

ロジーと、人々の欲望を、制御する術を模索しています。

未来の子どもたちに残せる社会を作るために必要な、

大いなる知恵を、伝え続けられた叡智を、この地球と

ともに生きる文化を、文明社会と折り合いをつけなが

ら発信したいと考えます。

梅雨明け直後の碧い海と空のした、約19里 (約 35.2km）の海峡で、夏至南風 (カーチベー )をとらえ、

50 隻あまりのサバニが、たくさんの思いを載せて帆漕していきます。500 人を越える人たちが

年に一度、海峡横断に立ち向かう姿を通じて新しい日本の指針ともなるメッセージを感じ、発信

して欲しいと考えます。

まさに未曾有の危機ともいえる今年も、昨年同様のサポートを快諾していただいた特別協賛の

アビームコンサルティング株式会社様のこ

の大会にたいする深いご理解とご見識と、

大きな後押しに感謝申し上げます。

取材のお申し込みは :
サバニ帆漕実行委員会東京事務所
フォトウェーブ：添畑／塩澤
e-mail  pwtomo@aol.com



2011 年度 第 12 回サバニ帆漕レース実施要項
 主催： サバニ帆漕レース実行委員会

会長（那覇市長）　　翁長雄志
副会長（座間味村長）宮里哲

 共催： 那覇市、座間味村
 後援・協力： （社）那覇市観光協会、那覇商工会議所、座間味村商工会、（社）琉球水難救済会、

座間味村漁業協同組合、糸満漁業協同組合沖縄県セーリング連盟、（財）海上保安協会
沖縄地方本部慶良間海洋文化館、糸満海人工房、琉球ガラス村、下門造船所、新城
サバニ造舟場、大城造船所、宜野湾マリーナ、ギャラリー象、（株）トータルプラント、
（有）マリタイムトレーディング、海快精、サバニ塾、（株）スフィアシステムデザイン、
（有）総合マリン沖縄、ヤマハ発動機 ( 株）、沖縄ツーリスト、帆かけサバニ保存会、
（株）ゴールドウイン・ヘリーハンセン（順不同）

 特別協賛： アビームコンサルティング株式会社 　　　　　　　　　　　
 主管： サバニ帆漕レース運営委員会

日程： 
 2011 年 5 月中旬　 

  説明会 ( 予定 )

 2011 年 6 月 25 日（土）

 10:30-13:00 島内プレレース　( 予定 )

　　　13:00-15:00　インスペクション（艇体検査など）

 15:00-16:00 座間味浜ビーチクリーン・ワークショップ

 16:00-18:00 艇長会議 ( 座間味離島総合センター )

 18:00-20:00 前夜祭

 2011 年 6 月 26 日（日）

 08:30- 航海安全の拝神他セレモニー

 09:00（変更） レーススタート（座間味村古座間味ビーチ）

 13:00- 順次フィニッシュ予定（那覇港防波堤沖）

 16:00 (予定) レース終了（タイムリミット）

 18:00 表彰式／とまりん前広場（予定）

コース： 座間味村古座間味ビーチ～那覇港防波堤沖（約 19 海里／約 35,2ｋｍ）

運営委員会　
東京事務局・広報・メディア対応 : フォトウェーブ：添畑　薫／塩澤　朋子　　　　　　　　　　 
 e-mail  pwtomo@aol.com

座間味村役場／産業振興課 FAX　098-987-2004
  http://www.vill.zamami.okinawa.jp

● 恐れ入りますが、お問合せ及び御質問は FAX か E- メールでお願い致します。
● サバニ帆漕レース公式ホームページ　：www.photowave.jp/sabani_s

コース： 座間味村古座間味ビーチ～那覇港防波堤沖（約 19 海里／約 35,2ｋｍ）

運営運営運営運営営営営運 委員委委員委員委員委員会会会会会　
東京事務局・広報・メディア対応 : フォトウェーブ：添畑　薫／塩澤　朋子　　　　　　　　　　 
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